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6 月 13 日 

将来のまちづくりで気になること 
参加者：子育て応援サークル「マザーズリング」

の参加者 

場 所：勤労青少年センター 

「出張まちカフェ」として、子育て応援サーク

ルに参加するお母さんたちとの意見交換を実施

し、まちづくりで気になることや、日常生活の

課題を出し合いました。「小さい子どもがいると

復興事業の説明会に参加しにくい。親子で参加

できる説明会があると遠慮せずに参加できる」

「子育て支援センターは親子向け説明会の会場

に最適」など、主婦の視点から貴重な意見が聞

かれました。お茶っこしながら楽しい雰囲気で

進み、「また機会があれば、まちカフェを開催し

て！」という声も聞かれました。 

6 月 18 日 

まちの「居場所」について話そう！ 
参加者：コミュニティスペースうみねこ・八木代表 

絆 FRIENDS メンバー ほか 

場 所：ゆめハウス（高白浜） 

高白浜のゆめハウスで「ランチ＆トークセッ

ション」を開催しました。 

昼食をとりながら各自の活動について意見交 

換を行い、団体への支

援、団体間の横の連

携・情報共有の必要性

などについて、話し合

いました。 

まちカフェをご利用ください！ 

まちカフェは、要望をいただけばお店・集会所・

公園など、どこにでも出張します！必要な機材と備

品、お茶とお菓子を用意し、ワークショップであれ

ば進行役、勉強会であれば専門家派遣についてもご

相談に応じます。ゲストやトークテーマのリクエス

ト等、なんでもお問い合わせください。 

 

 

まちカフェは、復興まちづくりやコミュニティづくりについてみんなで話したい時に設置される「対話

の場」です。 

6 月 13 日と 18 日には「まち活」を実践されている方を囲んで、出張まちカフェを開催しました。 

6 月 23 日 

女川の自然（花・木・魚）をつくろう 
参加者：女川小学校１～３年生 

場 所：女川小学校みんなのへや 

布切れや折り紙、粘土、割り箸などの素材を

活用して、花や木など、子どもたちの自由な発

想で工作をしました。たくさんの素材を折った

り、切ったり、巻いたりしながら、女川の自然

を表現しました。 

6 月 25 日 

住みたい家・あったらよいお店・遊びたい公園 
参加者：女川小学校１～３年生 

場 所：女川小学校みんなのへや 

３つのテーマ別にカードを作成し、絵もしく

は文字で自由に表現しました。座敷では、折り

紙を使ってお花や動物などをつくり、一人ひと

りの個性あふれる女川のまちの将来をつくっ

ていきました。 

「将来の女川町をつくろう！」子どもワークショップを開催 

“出張まちカフェ”を開催しました!! 

小学校の放課後の時間を使い、「将来の女川町をつくろう」と題して、女川町の自然や将来住みたい家

などの絵を描いたり、工作をしたりしました。今後もワークショップを重ね、夏休み期間中、復興まちづ

くり情報交流館に子どもたちが作成した作品を展示します。ぜひ、見に来てください！ 



町の協働まちづくりや地域主体の活動に関する情報発信、意見交換の場として「ま

ち活」のフェイスブックコミュニティを開設しました！自由に投稿できますので、イ

ベント告知、団体の活動紹介等にご活用ください。「まち活＠おながわ」で検索、また

は https://www.facebook.com/machikatsuonagawa にアクセスしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆問合せ先：女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局 

役場復興推進課復興調整係 ☎54-3131 内線 239 

Facebook 

ページを 

開設！ 

まち活実践講座 

まちのアイデンティティを考える ～対話による地域の特性の再認識～

講師：林田 暢明氏 

(TAO代表、NPOエンジョイコミュニケーションズ理事 事務局長、獺祭畫屋主人) 

7 月 12 日 

場所：役場仮設庁舎 2 階 第 2 会議室 

町の協働まちづくりや地域主体の活動に関する情報発信、意見交換の場として「ま

ち活」のフェイスブックコミュニティを開設しました！自由に投稿できますので、イ

ベント告知、団体の活動紹介等にご活用ください。「まち活＠おながわ」で検索、また

は https://www.facebook.com/machikatsuonagawa にアクセスしてください。 

講演概要 

総務省 地域資源・事業化支援アドバイザーであり、地域のビジネス・プラットフォーム兼カフェ・

バーTAO の代表でもある林田暢明氏をお招きし、さまざまな立場の方たちが地域のアイデンティティ

やこれからまち活でやっていきたいことなどを話し合いました。 

当日は、須田町長も飛び入

り参加し、とても和やかな雰

囲気のなかで熱い議論が活発

に交わされ、4 時間という長

丁場でしたが終始会場は活気

であふれていました。 

第 1 部では「まちのアイデ

ンティティを考える」と題し、

“ワールド・カフェ”という

方式で、カフェのような自由

まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催

していきます。メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信しま

す。メールの件名に「まち活メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」

をご入力の上、fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。 

な雰囲気のなか、4 人ごとのテーブルのメンバーを 15 分ご

とにシャッフルしながら、 

①自分が生きてきた（見てきた）女川、②女川のよい所、

③課題、④課題解決のためにやるべきこと、⑤まとめ 

という流れでさまざまな立場の方々が女川への想いを自由

に語り合いました。 

第 2 部では「オープンスペーステクノロジー」という、参

加者がプロジェクトに関する提案をし、仲間を募って主体的

な話し合い行う方式を実施しました。 

「見逃された資源を発掘するイベント」「鹿を活用する」「水

産を中心とした異なる素材を組み合わせた新商品の開発と

PR」「魅力的なベッドタウンを目指す」「働く人にとっても魅

力ある新しい産業の創出・導入」の５つの提案について、ま

ち活でどのように取り組んでいくのか等といった熱意のある

議論が交わされました。 
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